趣味で 白 細 紐の 飾りつ きだった。 

わたしに は、 メリンス 鉼の 改良 服が 一 つあった。 そ 

の 頃 新 小説に 梶 田半吉 という 画家の かい た 絵が 口絵に 

あって、 肩の 上に 髪 をたら した 若い 改良 服の 女が バラ 

の 花に 顔 を よせてい る 絵が あったり した。 母 は、 自分 

のために 改良 服よりも つと ハイカラと 思われた 一 組の 

洋装 を こしらえた。 今 思えば、 白い レ ース- 力— テン 

のよう な 布地 を ふわり 長く こしらえて、 カフスの とこ 

ろと カラ— のと ころが 水色の 絹う ち 紐で しぼられ、 そ 

の 紐が 飾り 房と して たれて いた。 その 服 を 着て、 海老 

茶色の ラシ ャで底 も 白 フエ ルトの クッを はいた 一 一十 九 



から は、 母が 想像して いたのと はまる で 反対の 手紙が 

来た。 日英 同盟して いた 小さい 日本が、 ロシアに 勝つ 

たという ことで、 在留民の 少ぃ ロンドンで 父の 受けた 

特別待遇 は 著しかった らしい。 ノギ. トゥゴ —の 名が 

建築家で ある 若い 父の まわりで 鳴り ひびいた。 エド 

ヮ ー ド七世 即位式の 道す じに 座席が 与えられた。 そう 

いう 父から、 母へ 来たの は インド洋 を こしての 叱責 

だった。 あのお 前が 洋服 だと 思って いる 服 は 西洋の 女 

のネ マキで ある こと。 はいている クッは 人目に 見せる 

べき もので ない 室内 靴で ある こと。 ああい う 写真 は 一 一 

度と よこして くれるな。 恥し い、 という ことであった- 



た。 

その 頃 急な 団子 坂の 左右に 菊人形の 小屋が かかった。 

馬が 足 を すべらす ほど 傾斜の きつい、 せまい 団子 坂の 

三分の 一ば かり 下って、 人々 の 足 もとが いくらか 楽に 

なった ところの 左側に 一 二 軒、 右側に 三 軒ば かり 菊 人 

形の 店が 出来た。 葭簀ば りの 入口に、 台が あって、 角 

力の 出方の ように 派手な たつつ け 袴、 大紋 つきの 男が、 

サ —いらっしゃい！ いらっしゃい！ 当方 は 名代の 

(何々 とその 店の 名 を 呼んで) 三 段が えし、 旅 順 ロはス 

テツ セル 将軍と 乃 木 大将と 会見の 場、 サァ 只今！ 只 



今！ せり 上り 活 人形 大喝 采 一の 谷 はふた ば 軍記！ 

店々 で 呼び 合う 声と 広告 旗、 絵 看板、 楽隊の 響で、 せ 

まい 団子 坂 はさ わぎと 菊の花で つまつ た 煙突の よう 

だった。 白と 黒の 巿松 模様の 油 障子 を 天井に して、 色 

とりどりの 菊の花の 着物 をき せられた 活 人形が、 芳し 

くしめ つぼい 花の香り と、 人形のに かわく ささを 場内 

に 漲らせ、 拍子木に つれて ギ— とま わる 廻り 舞台の よ 

こに、 これ も 出方 姿の 口上が いて、 拍子木の 片方で そつ 

ち を 指しながら、 右に ひかえ ましたる 乃 木 将軍と いう 

ような 説明 をした。 ノギ 将軍 はすべ ての 写真に あるよ 

うな 顔 をした 人形で、 黄菊. 白菊の 服 を 着て いた。 ス 



菊人形が 国技 館で 開かれる ようにな つてから は、 見 

に ゆく 人の 層 も 変ったら しい けれども、 団子 坂の 菊 人 

形と 云われた こと は、 上野へ 文展を 見に ゆく 種類の 人 

にも、 そう 縁の 遠くない 秋の 行事の 一 つだった ので は 

なかろう か。 千駄木 町に 住んで いた 漱 石の 作品の どこ 

かに 菊 見が あつたし、 団子 坂の すぐ 上に 住んで いた 森 

鷗 外の 観 潮楼へ は、 菊人形の 楽隊の 音が 響いた にち が 

ヽ ニヽ n> 

レ，^ レ 

幼い わたしに とつ て 菊人形 は 面白さと うす 気味 わる 

さとの まじりあった 見 ものだった。 場内に みなぎる 菊 

の 花の きつい 匂いに なじみに くく、 活 人形の 顔 や 手足 
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